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令和 ７年 12 月 10日 

報 道 機 関  各位 

富山大学籔谷研究室・東京科学大学真野研究室は、能登半島地震により大きな液状化被

害を受けた伏木地区の復興に向けて、これまでさまざまな活動を行ってきました。今年の

11 月には、今後の伏木地区の復興について考える「第 2 回まちづくり懇談会」を開催し

ました。このたび、第 2 回懇談会で出された意見をもとに設定した 6 つのテーマ（交流の

場、歴史・祭り、空き地の活用、お店と暮らし、情報発信・共有、観光とまち）について、

より具体的な取り組みを話し合う「第 3 回まちづくり懇談会」を開催します。  

つきましては、本件について取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

■日時  令和 ７ 年 12 月 13 日（土） 19時 00 分～ 21 時 00 分 

■場所  伏木コミュニティセンター（高岡市伏木湊町 13-1） 

■内容  第 2 回懇談会で出された意見をもとに設定した 6 つのテーマ（交流の 

場、歴史・祭り、空き地の活用、お店と暮らし、情報発信・共有、観光と 

まち）について、より具体的な取り組みを話し合います。 

詳細は添付のチラシや HP （ https://yabutani-lab.com/progress-

pj/1596/）をご覧ください。 

■主催  富山大学籔谷研究室 

※本事業は、富山大学ネーミングライツ事業の補助により実施するもの

です。 

 

 

伏木地区のミライを考えるまちづくり懇談会を開催します 
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第3回 伏木地区のミライを考えるまちづくり懇談会

伏木コミュニティセンター(高岡市伏木湊町 13-1)
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第１回懇談会から出た「やってみたいこと」を１１のテーマに分け、そのテーマごと
にアイデアを出し合いました！

第３回の懇談会では、これらのテーマを具体的に実践する方法を考えていきます！

第2回懇談会で得られた意見を整理し、6つのテーマにまとめました！
交流の場 歴史・祭り

観光 お店と暮らし

空き地情報発信

個人ワーク 全体ワーク

実
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懇談会の内容

得られた意見の整理

第2回懇談会が開催されました！

アートイベント /音楽イベント /自治会を横断できる
バス待ち時間にくつろげる /子どもに勉強を教えたり、
高齢者の知識や技術を伝えられる /公民館の活用

・目的がなくても立ち寄れる場所
・得意なことを持ち寄り、活動できる場所
・多世代が交流できる場所
・仕事や子育てを支えられる場所

祭りの練習場所 /歴史・祭りに関わるグッズの販売
歴史・祭りを冊子にまとめる /歴史・祭りの展示会

歴史・祭りを勉強する会 /けんか山祭りのスタンプラリー

・祭りを支える仕組みづくりと環境整備
・歴史と祭りを学び、楽しみ、伝える
・歴史と祭りの情報発信

勝興寺の参道にベンチや机を設置 /観光サイン
住民による街歩き /伏木と雨晴の巡回バス

・外部の観光地との連携
・観光と生活の両立

・住民の趣味やノウハウを活かす
・地域のお店との連携

元カレー屋がするマルシェ /上州屋と連携してゴミとなって
いるルアーのリメイク /歴史・祭りに関わるグッズの販売

空き地を活用したレンタサイクルや電動キックボードの
ステーション /コワーキングスペース

・点在する空き地が街をつなぐ仕組み
・仕事や子育てを支える仕組み

・観光客向けの案内
・住民同士の情報共有
・転居者や地域外の人とのつながり

サイン計画 /広報誌（ミニコミ紙）/ホームページ
電柱にQRコード /SNS（Youtube）

懇談会をもとに、まちづくり構想案を作成し、
復興活動に繋げていきます

これからの活動

懇談会
全4回実施

まちづくり
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今ここ！ 今年度 来年度以降

今年度は、懇談会を 4 回実施し、「まちづくり構想案」
を作成します。そして、来年度以降「まちづくり構想案」
をもとに、実際に活動を進めていきます。

個人ワークで考えた
ことを共有しあい、
伏木のまちでの具体
的な活動について話
し合いました。

11 のテーマから、
やりたいものを選
び、そのテーマで
取り組みたいもの
を考えました。

LINE でも大学の活動を
発信しています

ご登録お願いします

大学の活動の告知や報告など、
今後月 2 回程度情報を発信す
る予定です。懇談会の内容や、
今後の活動について、気にな
る点がございましたら、ぜひ
お気軽にご連絡ください。


